
緊急時の引き渡し方法について
保健安全部

１ 予想される緊急事態
地震、豪雨・雷等、火事、原子力災害、不審者、その他緊急事態により、児童の生命

が危ぶまれ、単独で帰宅することが困難と認められる場合

２ 緊急時の引き渡しの流れ
①メール配信による連絡(メール配信が使用できないことも想定して別紙資料「引き
渡しの基準」を参照 ※防災無線の情報を確認）

②保護者車は通常の迎えの時と同じで一方通行のロータリーでお願いします。
②体育館(校舎内、校庭)へ保護者来校。
③体育館での引き渡しは以下資料を参照。校舎内での引き渡しについては、保護者が
各教室へ。校庭での引き渡しについては、鉄棒付近の非難場所へ。

④「引き渡しカード」への記録を確認し、引き渡しを行う。
※保護者と連絡が取れないときは、学校に待機。
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３ 場の設定 ①こちらから体育館へお入りください。 校舎

②
⑥横断歩道を渡る
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番号順に２列

場 先頭

△ △ △ △ △ △
６年 ５年 ４年 ３年 ２年 １年
皆川・伊丹 山中・石井 田山・寺門 鬼澤・宮内 荻沼・小林 有田・坂本

③

保護者
入り口

④出口
通用門

⑤横断歩道の所を渡るようお願いします。

※車は通常の迎えの時と同じで一方通行のロータリーでお願いします。

４ その他 ○ 保護者は南側入り口から入り、低学年児童から引き取りをする。
○ 保護者には必ず「○年 ○○の母（続柄）」を言っていただく。
○ 教員は必ず名簿に誰に引き渡したかチェックする。
○ 体育館玄関から親子で下校する。


